
遠
賀
中
間
地
域 

在
宅
医
療
・
介
護

連
携
推
進
事
業　

住
民
公
開
講
座

テ
ー
マ
「
高
齢
者
の
救
急
医
療
に
つ
い
て
」

▽�

と
き　
10
月
29
日
日
・
午
後
１
時
30
分
～

４
時

▽�

と
こ
ろ　
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
ハ
ミ
ン
グ

ホ
ー
ル
（
岡
垣
町
野
間
）

▽�

内
容　
基
調
講
演
、
一
般
講
演
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▽�

講
師　
【
基
調
講
演
】　

赤
星
朋
比
古
さ
ん

（
九
州
大
学
大
学
院
臨
床
系
医
学
研
究
院 

救
急
医
学
講
座
高
度
救
命
・
災
害
医
学
分

野
教
授
）

　

�【
一
般
講
演
】　

吉
田
哲
郎
さ
ん
（
遠
賀
中

間
医
師
会
お
ん
が
病
院
副
院
長
）、
黒
坂
升

一
さ
ん
（
遠
賀
中
間
医
師
会
お
ん
が
病
院 

救
急
科
部
長
）
ほ
か

　

�【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
進
行
】　
杉
町
圭

蔵
さ
ん
（
遠
賀
中
間
医
師
会
病
院
管
理
者
）

▽�

定
員　
２
５
０
人

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み　
遠
賀
中
間
医
師
会
在
宅
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
８
１
‐
３
１
０
０
）

※
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
福
岡

職
業
訓
練
生
（
12
月
生
）
募
集

▽�

募
集
科
目・定
員　
①
機
械
加
工
技
術
科
＝

10
人 

②
企
業
実
習
付
き
機
械
加
工
技
術

科
＝
５
人 

③
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
＝

20
人
④
電
気
設
備
技
術
科
＝
21
人

▽�

対
象　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
し
込

み
を
し
、
受
講
指
示
、
支
援
指
示
ま
た
は

受
講
推
薦
を
受
け
た
人

▽�
訓
練
期
間　
12
月
１
日
金
～
令
和
６
年
５

月
30
日
木

▽�

募
集
期
間　
10
月
２
日
月
～
11
月
８
日
水

▽�

申
し
込
み　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
幡
（
八
幡

西
区
黒
崎
・
コ
ム
シ
テ
ィ
６
階
）（
☎
６
２

２
‐
５
５
６
６
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
福
岡

受
講
者
係
（
☎
６
４
１
‐
６
９
０
９
）

マ
イ
テ
ク
・
セ
ン
タ
ー
北
九
州

職
業
訓
練
講
座
案
内

▽�

募
集
講
座
・
定
員　
①
ア
ク
セ
ス
基
礎
＝

20
人 

②
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
受
験
対
策
講

座
＝
10
人

▽�

対
象　
①
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
が
で
き

る
人 

②
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
受
験
希
望
者

▽�

訓
練
期
間　
①
11
月
12
日
日
～
12
月
17
日

日
（
毎
週
日
曜
日
・
全
６
回
） 

②
11
月
16

日
木
～
令
和
６
年
２
月
29
日
木
（
お
お
む

ね
毎
週
月
・
木
曜
日
・
全
24
回
）

▽�

と
こ
ろ　
マ
イ
テ
ク
・
セ
ン
タ
ー
北
九
州

（
八
幡
東
区
大
蔵
）

▽�

受
講
料
（
教
材
費
・
消
費
税
込
み
）　
①
２

万
８
８
０
０
円 

②
３
万
５
０
０
０
円

▽�

問
い
合
わ
せ　
マ
イ
テ
ク
・
セ
ン
タ
ー
北

九
州
（
☎
６
５
１
‐
３
７
７
５
）

障
が
い
者
Ｙ
Ｙ
く
ら
ぶ
の
社
会
貢
献

ご
み
の
な
い
地
球
を
目
指
し
て

　

創
設
以
来
、
年
間
を
と
お
し
て
、
毎
週
遠

賀
川
河
川
敷
の
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。
２

年
前
か
ら
は
、
日
曜
日
も
含
め
た
週
２
回
、

啓
発
を
兼
ね
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

大
雨
の
時
は
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
上
流

か
ら
流
れ
着
い
て
い
ま
し
た
。
た
と
え
ば
大

き
な
肥
料
袋
や
旗
、
調
味
料
の
び
ん
な
ど
驚

く
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
最
悪
な
の
は
、

ご
み
集
め
を
し
た
翌
日
に
、
ご
み
が
捨
て
ら

れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
７
月
は
毎
年
欠
か
さ
ず
「
親
子
の
ご
み
集

め
」
と
称
し
、
花

火
大
会
後
の
大
量

の
ご
み
集
め
と
清

掃
を
家
族
ぐ
る
み

で
行
っ
て
き
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

花
火
大
会
が
中
止

さ
れ
た
時
も
「
親

子
の
ご
み
集
め
」

は
続
け
て
実
行
し

ま
し
た
。

　

今
年
、
芦
屋
の
夜
空
は
花
火
で
き
れ
い
に

輝
き
ま
し
た
が
、
翌
朝
は
ご
み
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
ご
み
集
め
を
や
っ
て
も
や
っ
て
も
ま

た
汚
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
親
子
で
町
を
き

れ
い
に
す
る
と
い
う
目
標
を
な
く
す
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
ご
み
の
な
い
地

球
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

�
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

障
が
い
者
Ｙ
Ｙ
く
ら
ぶ

岡
垣
町
最
大
の
ま
つ
り
に

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

　
毎
年
約
２
万
人
が
訪

れ
る
岡
垣
町
最
大
の
ま

つ
り
「
ま
つ
り
岡
垣
」

を
催
し
ま
す
。
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ

ん
！
皆
さ
ん
の
来
場
を

待
っ
て
い
ま
す
。

▽�

と
き　

10
月
15
日

日
・
午
前
10
時
～
午

後
３
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
岡
垣
サ
ン

リ
ー
ア
イ
（
岡
垣
町
野
間
）

▽�

内
容　
●
出
店
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
●
精
華
女
子
高
等
学
校
の

マ
ー
チ
ン
グ
●
町
民
吹
奏
楽
団
な
ど
に
よ

る
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
●
ま
つ
り
岡
垣
第

30
回
記
念
事
業
（
北
斗
の
拳 LEG

EN
D

S 
ReV

IV
E

コ
ラ
ボ
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
ま
つ
り
岡
垣
実
行
委
員
会

（
岡
垣
町
お
か
が
き
Ｐ
Ｒ
課
内
☎
２
８
２
‐

１
２
１
１
）

みんなの

ひろば
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●
浜
木
綿
俳
句
会

花
蓮
咲
き
て
四
日
の
風
ま
と
ふ

�

野
口
加
津
美

か
た
つ
む
り
思
ひ
出
せ
な
い
忘
れ
も
の

�

小
川　
雪
野

蓮
池
の
底
よ
り
声
の
牛
蛙

�

吉
住　
利
枝

通
学
に
渡
し
の
歴
史
残
り
鴨

�

池
田　
幸
利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

炊
き
た
て
の
ご
飯
の
香
り
今
朝
の
秋

�

田
尾
三
千
枝

治
癒
力
に
託
す
一
病
百
日
紅

�

縄
田　
惠
子

盆
舟
を
乗
せ
て
耿こ

う
こ
う耿
漁
師
船

�

仲
山
ク
ニ
子

門
火
焚
く
風
除
け
く
れ
し
子
の
手
か
な

�

桐
山　
美
枝

●
水
茎
短
歌
会

教
職
に
就
き
た
る
孫
が
新
米
の

先
生
と
な
り
盆
に
帰
り
来

�

宮
﨑
佐
代
子

西
の
空
に
出
会
う
べ
く
し
て
出
会
う
の
は

宵
の
明
星
と
細
い
三
日
月

�

村
上　
一
惠

夕
焼
け
の
土
手
を
歩
け
ば
い
つ
の
間
に
か

灯
と
も
り
宵
闇
せ
ま
る

�

田
中
勢
津
子

石
蕗
の
ま
る
い
葉
っ
ぱ
の
群
生
に

夏
の
安
ら
ぐ
憩
い
を
見
た
り

�

後
藤　
征
子

縁切り上等！
  新川　帆立　著  

　最良の離婚、請け負います！
　家族はもっと、いろんな形
があっていい。新時代のリー
ガル・エンタメ。夫のモラハラ
と浮気に耐えられなくなり家
を飛び出した聡美が北鎌倉
で出会ったのは、縁切寺の娘
で弁護士の松岡紬。勢い込
んで離婚相談をするも、思い
がけないことを言われ……。

俳
句
・
短
歌

■休館日　�２日月、10日火、
16日月、23日月、
26日木、30日月

芦屋町図書館
（☎２２３‐３６７７）
開館時間
午前 10 時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※�資料検索や

予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん 10月

新 着 図 書

注目の一冊
【一般書】
球形の囁き 長岡　弘樹 � 著
百鬼園事件帖 三上　延� 著
百年の子 古内　一絵� 著
おばちゃんに言うてみ？ 泉　ゆたか� 著

【児童書】
最高のともだち 草野　たき� 作
６＋１の不思議 斉藤　洋� 作
ぼくのじゃがいも ジョシュ・レイシー�作
どんぐり たての　ひろし� 作
おおきくなったリス 伊佐　久美� 作

開催！秋の図書館まつり
読書の秋は、図書館へ行こう！

　図書館で本と親しみませんか。△
�とき　10 月 28 日土～ 11 月 12

日日△
�ところ　芦屋町図書館内、ロビー△
�内容　★小中学生の「おすすめの

本」展示　★町内園児の「おはな
しの絵」展示　★ハンコ de ポン
★ブックリサイクル

定例おはなし会
と　き 出　演・催　し

� 4 日水 赤ちゃんおはなし会 
たっち

14 日土 お話しポケット
�21 日土 おはなしトントン
�22 日日 にじの会
※時間はいずれも午前 11 時から
※８日日のにじの会は休みです。△

�ところ　おはなしのへや

特別おはなし会

子ども図書館員募集！

△
�とき　11 月５日日・午前 10 時 45

分～11 時 45 分△

ところ　中央公民館 2 階△

定員　30 人（事前申し込み先着順）△
�申し込み　10 月 1 日日から電話

または図書館カウンターで受け
付け

※�定員に満たない場合は当日参加
ができます。

　カウンターで本の貸し出しや返
却、自分の本にフィルムカバーを
するなど、図書館の仕事を体験し
てみませんか。△

�とき　11 月４日土・ 午 前 9 時
45 分～正午△

ところ　芦屋町図書館△

対象　小学 4 年生～中学生△
�定員　６人（事前申し込み先着順）△
�申し込み　10 月 1 日日～ 11 月

３日金、電話または図書館カウ
ンターで受け付け
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